
温
海
地
域
の
越
沢
自
治

会
（
伊
藤
治
会
長
）
が
11

日
「
第

回
農
林
水
産
祭

、

62

む
ら
づ
く
り
部
門
」
で
、

全
国
３
賞
の
一
つ
、
天
皇

杯
に
次
ぐ
「
内
閣
総
理
大

臣
賞
」
受
賞
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

、

表
彰
式
が

月

日
に

11

23

東
京
都
・
明
治
神
宮
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

併
せ
て

日
、
令
和
５

11

年
度
「
豊
か
な
む
ら
づ
く

り
全
国
表
彰
事
業
」
の
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
、

「
農
林
水
産
大
臣
賞
」
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

、

表
彰
式
は

月

日
に

11

10

仙
台
合
同
庁
舎
Ａ
棟
８
階

講
堂
で
行
わ
れ
ま
す
。

「
越
沢
三
角
そ
ば
」

在
来
作
物
に
認
定
さ
れ

た
そ
ば
を
、
自
治
会
が
固

定
化
価
格
（
４
５
０
円
／

）

、

１

で
全
量
買
い
取
り

kg

集
落
で
運
営
す
る
「
そ
ば

処
ま
や
の
や
か
た
」
で
提

供
、令

和
２
年
に
在
来
そ
ば

の
商
章
登
録
を
行
い
、
集

落
外
へ
種
の
持
ち
出
し
・

栽
培
を
行
わ
な
い
な
ど
希

少
価
値
を
維
持
、

集
落
住
民
で
棚
田
の
保

全
を
行
い
、
美
し
い
原
風

景
を
守
っ
て
い
る
こ
と
な。

ど
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
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９

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

・
権
律
師(

ご
ん

り
っ
し)

一
乗
院
石
碑、

建
立
趣
意
書
が

飯
鉢
忠
治
郎
家

（
現
・
飯
鉢
藤

夫
家
）
に
あ
る

の
で
、
次
号
に

掲
載
し
た
い
。

(
)

つ
づ
く

（

）

神
社
仏
閣

つ
づ
き

、

小
中
島
の
地
福
院
に
は

権
大
僧
都
徳
善
院
啓
邦
の

般
若
経
理
趣
分
写
経
塔
、

宝
暦
２
（
１
７
５
２
）
年、

建
立
の
権
律
師
体
実
塔
や

庚
申
塔
、
寛
納
海
居
士
碑

な
ど
、
数
多
く
の
石
造
が

あ
る
。

明
治
元
（
１
８
６
８
）

年
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て、

神
官
福
見
安
太
氏
が
住
み

（

）
、

昭
和
５
１
９
３
０
年

公
会
堂
と
し
て
改
造
し
、

部
落
集
会
所
と
し
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

八
葉
山
一
乗
院
に
ま

つ
わ
る
話

一
乗
院
石
碑
建
立
寄
付
帳

（

）

嘉
永
２(
１
８
４
９)

年

八
色
木
皇
大
神
社
に
面

し
た
一
角
に
、
半
澤
家
の

。

、

遺
跡
が
あ
る
そ
の
中
に

權
大
僧
都
穏
住
尊
霊
之
塔

と
、
權
大
僧
都
秀
英
之
塔

が
並
ん
で
い
る
。

碑
文
は
朽
ち
て
読
む
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
い
ず

れ
も
請
花
、
塔
身
を
揃
え

た
無
縫
塔
（
卵
形
）
で
あ

る
。両

大
僧
都
の
碑
は
、
高

さ
１
５
０
㎝
位
の
宝
き
ょ

う
印
塔
に
似
た
立
派
な
も

の
で
あ
る
。

半
澤
家
の
先
祖
は
修
験

道
で
、
權
大
僧
都
は
地
方

在
位
の
山
伏
で
は
最
高
位

で
あ
る
と
、
戸
川
安
章
先

生
（
考
古
学
・
民
俗
学
）

か
ら
聞
い
て
い
る
。

参
考
に
、
山
伏
の
名
称

「
院
号
」
に
つ
い
て
記
し

て
み
る
。

「
房
」
は
先
達
生
存
中

の
称
号
。
先
達
死
亡
後
は

「
院
」
と
な
る
。

僧
階
を
上
位
か
ら
順
に

列
記
す
る
と
、

種
に
な

13

る
。

・
大
僧
正(

だ
い
そ
う
じ
ょ

う)・
権
大
僧
正(

ご
ん
だ
い
そ

う
じ
ょ
う)

・
僧
正(

そ
う
じ
ょ
う)

・
権
僧
正(

ご
ん
そ
う
じ
ょ

う)・
大
僧
都(

だ
い
そ
う
ず)

・
権
大
僧
都(

ご
ん
だ
い
そ

う
ず)

・
僧
都(
そ
う
ず)

・
少
僧
都(
し
ょ
う
そ
う

ず)・
権
少
僧
都(
ご
ん
し
ょ
う

そ
う
ず)

・
大
律
師(

だ
い
り
っ
し)

・
中
律
師(

ち
ゅ
う
り
っ

し)・
律
師(

り
っ
し)

温
海
・
越
沢
自
治
会
が

内
閣
総
理
大
臣
賞
等
を
受
賞

(

写
真
は
鶴
岡
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
）

(

写
真
は
東
北
農
政
局
Ｈ
Ｐ

「
受
賞
事
例
の
概
要
」
か

ら
）



県
立
庄
内
農
業
高
校
瑞

穂
同
窓
会
・
藤
島
地
区
連

絡
協
議
会
（
工
藤
正
喜
代

表
）
の
地
域
交
流
会
が
15

日
、
４
年
ぶ
り
に
、
藤
島

地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

坂
井
孝
朗
校
長
や
齋
藤

隆
同
窓
会
長
も
出
席
し
、

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
庄
内

園
芸
緑
化(

株)

（
酒
田
市

大
町
）
会
長
の
渡
部
佐
界

氏
が
「
緑
に
親
し
も
う
」

、

。

と
題
し
て
話
さ
れ
ま
し
た

渡
部
氏
は
、
庄
内
農
高

の
卒
業
生
で
、
樹
木
医
の

活
動
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
居
倉
庫
の
ケ
ヤ
キ
並

木
や
フ
ジ
、
酒
田
市
役
所

前
の
タ
ブ
ノ
キ
、
庄
内
町

廻
館
の
ケ
ヤ
キ
、
鶴
岡
市、

馬
場
町
の
タ
ブ
ノ
キ
な
ど

。

樹
勢
回
復
の
実
例
を
紹
介

特
に
、
固
く
な
っ
て
い

る
土
を
柔
ら
か
く
、
水
分

や
空
気
が
十
分
入
る
よ
う

に
土
壌
改
良
す
る
こ

と
、
腐
朽
し
た
箇
所
や

剪
定
し
た
切
り
口
は
、

炭
を
す
っ
て
塗
布
す
る

こ
と
で
殺
菌
す
る
（
墨

汁
で
は
ダ
メ
、
山
か

）

ら
広
葉
樹
の
落
ち
葉
を

集
め
て
、
落
ち
葉
堆
肥

に
す
る
こ
と
な
ど
の
工

夫
を
語
り
ま
し
た
。

歌
謡
披
露
で
は
、
卒

業
生
の
佐
藤
善
人
さ
ん

（
鼠
ケ
関
出
身
）
が
、

テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
か

ら
デ
ビ
ュ
ー
さ
れ

最
、「

上
峡
」
や
「
み
ち
の
く

遠
花
火
」
な
ど
、
演
歌

を
熱
っ
ぽ
く
歌
い
あ

.げ
、
参
加
者
を
魅
了
し

ま
し
た
。

▲
こ
の
一
文
の
原
告
と
は

誰
だ
？
訴
え
た
の
は
車
の

持
ち
主
よ
。
車
の
持
ち
主

に
一
方
的
な
過
失
が
あ
る

な
ん
て
誰
が
言
っ
た
？
俺

は
事
故
を
、
運
転
し
て
い

た
人
に
聞
け
と
言
っ
た
だ

け
だ
。
シ
ョ
ッ
パ
ナ
か
ら

対

を
押
し
付
け
て
き

70

30

て
解
決
が
困
難
と
見
込
ま

れ
た
か
ら
と
裁
判
を
起
こ

し
た
と
あ
る
。
訴
え
た
の

は
他
人
の
名
前
を
使
っ
た

代
理
人
だ
っ
た
の
だ
。

▲
９
月
の
事
故
を
、
車
の

修
理
費
は
、
分
か
り
次
第

知
ら
せ
る
・
と
知
ら
せ
た

の
が
、
８
ヶ
月
も
過
ぎ
た

５
月
な
の
だ
。
し
か
も
訴

状
で
・
だ
ヨ
。
修
理
工
場

が
見
積
も
っ
た
と
言
い
な

が
ら
実
は
保
険
会
社
だ
っ

た
。
証
拠
と
い
う
写
真
は

捏
造
だ
。
８
ヶ
月
経
っ
て

都
合
の
良
い
キ
ズ
が
出
た

と
い
う
事
や
。
当
然
今
坂

氏
に
聞
い
て
は
い
な
い
出

鱈
目
な
訴
え
だ
っ
た
事
。

▲
こ
れ
を
チ
ク
っ
た
ら
調

停
事
件
だ
と
。
今
度
は
鶴

岡
簡
裁
か
ら
呼
出
状
が
届

い
た
ん
だ
（
石
川
）

。。

争
・
西
南
戦
争
で
罹
災
し

た
者
と
い
う
解
説
が
他
書

に
あ
っ
た
。

（
天
皇
が
巡
幸
し
た
明
治

年
頃
建
設
の
初
代
郡
役

14所
、
明
治

年
に
火
災
で

19

焼
失
）

東
田
川
史
跡
物
語

青
山

崇

『
駐
鑾
之
碑
』
③

ま
で
は
猿
楽
と
呼
ば
れ
狂

言
と
と
も
に
能
楽
と
総
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は。

明
治
以
降
の
こ
と
で
あ
る

駐
踝
（
ち
ゅ
う
か
）

２は
「
駐
鑾
（
ち
ゅ
う
ら

、
ん

「
駐
輦
（
ち
ゅ
う
れ

）」、
ん
」
と
同
じ
。
天
皇
の
乗

）
物
を
留
め
お
く
こ
と
。
東

田
川
郡
役
所
門
標
の
後
方

に
「
御
休
所
」
の
標
示
。

「
罹
災
者
」
は
災
害

３に
遭
っ
た
者
を
い
う
が
、

『
行
幸
写
真
帖
』
の
特
別

「

」

の
場
所
と
し
て
罹
災
者

の
標
示
が
あ
り
、
戊
辰
戦

特
旨
（
と
く
し
：
特
別

の
思
召
し
）
で
極
貧
及
び

罹
災
者
（
こ
こ
は
戊
申
戦

争
・
盛
南
戦
争
の
戦
病
死

者
遺
族
）
に
恤(

じ
ゅ
つ
：

救
う)

す
。

又
郡
民
八
十
歳
以
上
に

養
老
の
資
金
を
給
し
た
。

郡
民
は
四
季
農
事
図
を
献

上
し
た
」。

猿
楽
（
さ
る
が

注
記
１

く
：
旧
字
体
猿
樂
）
は
、

:

室
町
時
代
に
成
立
し
た
日

本
芸
能
。
能
は
江
戸
時
代

ま
た
、
呼
び
出
し
だ

裁
判
沙
汰
と
は
、
良
い

方
が
悪
い
方
に
責
任
を
取

ら
せ
る
為
に
法
律
に
基
づ

い
て
決
め
て
も
ら
う
も
の、

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が

あ
れ
は
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
、
俺
の
バ
イ

ク
が
車
に
吹
っ
飛
ば
さ
れ

た
事
件
。
車
の
修
理
代
を

送
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
は
報

告
済
だ
。
し
か
し
、
出
鱈

目
を
見
つ
け
た
の
で
す
。

▲
こ
れ
は
俺
の
迂
闊
だ
。

訴
状
に
は
こ
う
あ
っ
た
の

。

、

で
す
運
転
者
今
坂
氏
が

「
自
身
に
過
失
が
あ
る
こ

と
を
認
め
る
趣
旨
の
発
言

を
し
て
い
た
と
し
て
、
こ

の
発
言
を
根
拠
に
し
て
、

原
告
に
一
方
的
な
過
失
が

あ
り
、
被
告
に
過
失
が
な

い
と
主
張
し
て
い
る
と
う

か
が
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

被
告
は
、
過
失
等
に
関
す

る
原
告
の
主
張
を
受
け
入

れ
ず
、
交
渉
で
の
示
談
解

決
が
困
難
と
見
込
ま
れ
た

た
め
原
告
は
訴
訟
提
起
に

い
た
っ
た
」
と
あ
る
。

。

「
郡
長
は
、
僚
属
（
配

下
の
同
僚
、
戸
長
及
び
県

）

会
議
員
等
を
率
い
て
、
丁

重
に
奉
迎
し
、
行
在
所
で

あ
る
清
川
邨
（
村
）
学
校

に
着
い
た
。
最
上
川
の
網

漁
を
観
覧
さ
れ
、
黒
川
邨

農
民
は
猿
楽
を
奏
上
し
、

金
五
十
圓
を
賜
っ
た
。

二
十
四
日
、
郡
衙
に
駐

踝
（
ち
ゅ
う
か
）
し
た
。

金
二
百
圓
を
賜
り
、
郡
吏

以
下
皆
に
恩
賜
（
天
皇
か

ら
賜
る
）
が
あ
っ
た
。

県
立
庄
内
農
業
高
校
瑞
穂
同
窓
会
・
藤
島
地
区
協

議
会
が
、
４
年
ぶ
り
に
地
域
交
流
会
を
開
催

樹
木
医
の
渡
部
佐
界
氏

演
歌
歌
手
の
佐
藤
善
人
さ

ん

右から工藤会長、演歌歌手の佐藤善人さん、参加者の皆さん


